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研究 ノー ト

子どもの採血場面における親の付き添いに

関する国内における看護研究の現状と課題

平 田 美紀1)、古株 ひろみ2)、奥津 文子2)
1)滋 賀県立大学大学院人間看護学研究科 人間看護学専攻修士課程

2)滋 賀県立大学人間看護学部

背景　1994年 に日本が 「子どもの権利条約」を批准 して以降、小児看護では身体の抑制方法にかわり、

子どもが主体的に採血に臨むためにも、親が採血に付き添うことへの関心が高まった。子どもの成長過

程において、特に乳児にとって親の存在は日常的にも必要であり、非日常的な採血場面では、より親の

存在が重要であるといえる。 しか し日本では、採血を受ける乳児に付き添う親を対象とした報告は少な

いため、子どもの採血に親が付きそう国内の現状を明確にする必要があると考えた。

目的　国内における、乳児の採血場面の現状と課題を明らかにすることを目的とした。

方法　医学中央雑誌(Web版version　 5)よ り 「子ども」「採血」をKeywordsと して文献を検索した。

新生児が対象である研究と総説、および文献検討を除外 して抽出 した国内文献89件 を分析対象とした。

結果　国内文献の年次推移は、子どもの身体抑制に関する研究が1995年 以降、2001年 までみ られた。そ

の後、子どもの権利を尊重する看護のあり方が示され、2005年 以降は、子どもの採血場面での親の付き

添いに関する研究が毎年3、4件 ずつみられている。子どもの採血に関する研究内容は、親の付き添い

に関する文献が30件(34%)、 付 き添い以外に関する文献が59件(66%)で あ った。採血場面 に付き添

わなかった親は、子どもの様子がわからないことに対 して不安を抱く。一方で、付き添った親は、子ど

もの様子がわかることで安心 していた。 しか し付き添い方に対する戸惑いがみられるものの、親の支援

方法を明らかにした文献は見当たらなかった。研究対象となった子どもの発達段階は、乳児から思春期

までと広い年齢層であり、乳児のみを対象とした研究はみあたらずその必要性が示唆された。

結論　乳児の母親は、親としての役割を獲得 していく段階であるため、子どもの危機的な状況において

親は戸惑うことが多 く、乳児の採血に付き添いたいと思う親の支援方法を確立 していく必要がある。

キーワー ド　乳児,親,採 血場面,付 き添い

1.緒 言

Research of Parent Attendance for the Drawing Blood Scene of 

 Children  : Current Situation and Issues

Miki  Hirata  1), Hiromi  Kokabu", Ayako  Okutsu" 

 "Graduate School of Human Nursing , The University of Shiga 

Prefecture 
 "School of Nursing , University of Shiga Prefecture

2012年9月30日 受付、2013年1月9日 受理

連絡先:平 田 美紀

滋賀県立大学人 間看護学部

住 所:彦 根市八坂 町2500

e-mail:hirata-m@nurse.usp.acjp

　病気で病院を訪れた子どもの多 くが経験す る採血は、

子どもにとって身体的 ・精神的苦痛を伴 うため不安や恐

怖を強 く感 じる処置である。そのため採血場面では、不

安や恐怖から抵抗を強 く示すことが多い子どもに対 して、

安全 ・安楽を考慮 した身体の固定方法についての取り組

みが行われていた1)2)。医療者の指示により子どもと親

は強制的に離 され、子どもの採血場面に親が付 き添うこ

とができなかった。

　 日本において、子どもの権利を尊重する看護が注目さ

れ始めたのは、1994年 に国際連合総会において採択され

た 「子どもの権利条約」の批准以降であった。子どもの

採血場面において、それまでに行われていた子 どもの身

体を固定 して行う採血方法に変わり、子 ども自身が主体

的に取 り組める方法が取 り入れ られた。 さらに、子ども
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の採血場面に親(母 親を含めた養育者を示す)が そばに

付 き添うことにより、子どもは安心を得られることが報

告 された3)。付 き添 う親自身は、親子の安心のために付

き添いたいと考えていることか らも9)5)、子どもの採血

場面において親の付き添いは必要であると考える。

　一方、欧米では1950年 頃、入院する子 どもにとって母

子分離 は子どもに弊害を与えることが報告され、その後

子 どもの入院や検査に親が必ず付 き添 うことが提起され

ている。子どもの発達段階において、特 に乳児の成長過

程では親の存在は大きく、 日常的にも親を必要とする場

面は多い。まして、非日常的な採血場面 においてはより

親の存在は重要であるといえる。 しか し日本では、採血

を受 ける乳児に付き添 う親を対象 とした報告は少ないこ

とから、国内の子どもの採血における親の付添の現状を

明確にする必要があると考えた。

　そこで国内の看護研究を対象 として、採血場面での親

の付 き添いに関する研究から、乳児の採血場面の現状 と

課題を明らかにし、乳児の採血に付 き添う親の支援に向

けた示唆を得ることを目的 とする。

　子 ど もの採血 に関す る文献 は1995年 か ら見 られ始め、

これ らはすべて採血場面 における子 どもの身体 抑制 に関

す る研究 で あ った。1995年(3件)、1999年(2件)、

2001年(3件)は 、子 どもへ の身体抑制方法 の検討 に関

す る研究 だけであ った。子 ど もの権利 を尊重 す る考え方

の広 ま りか ら、2002年 以 降、 プ レパ レー シ ョン(子 ども

の心理 的準備 によ る不安の軽減)に 関す る研 究がみ られ

は じめ、 その後2002年 の5件 か ら、2007年 の13件 まで急

増 してい る。 その中で も、親 の付 き添 いに関す る研究 は

2005年 以 降、毎年3、4件 み られ近年 は増加傾 向 にある

(図1)。
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Ⅱ.用 語 の定義

　付 き添い:採 血を受ける子どもに親または養育者が子

どもを抱いて座る、あるいはそばに寄り添うこと
図1子 どもの採血に関する国内文献の発表年次推移

Ⅲ.研 究方 法

1.研 究 対象

　 医学 中央 雑誌(Web版 　 version　 5)に て、 子 ど もの

権利 が 日本で批准 された1994年 か ら2012年 までの期間 に

っいて、 「採血」 「子 ども」 をKeywordsと して検 索 した

結 果、410件 の 文献が み られ た。 これ らの文献 を看護 の

研究論 文 に限定 し、 さ らに本研究 の対 象を乳児 とす るた

め、対 象が新生児で ある研究 と総説、 およ び文献検討 を

除外 して抽出 され た89件 を、対象文献 と した。

2.調 査 対象 者

　調 査対象者 にっ いて は、子 どもが34件(38.2%)、 子

ど もと親 が17件(19.1%)、 親 が18件(20.2%)、 看 護師

が16件(18.0%)、 そ の他 が4件(4.5%)で あ った(図

2)o

2.分 析方法

　対象文献を①国内文献の年次推移、②調査対象者、③

子 どもの採血に関する研究内容の3点 に焦点をあて検討

した。さらに文献内容か ら、「子どもの採血場面におけ

る親の付き添い」に関する研究30件 を抽出 した。これ ら

を子 どもの採血場面における親の付 き添いが与える影響

について、親や看護師の認識や子 どもの反応などか ら分

析 した。分析過程において小児看護学専門領域の研究者

とともに検討 した。

子ども 子どもと親 親 看護師 その他

　取 り上げた採血場面の子どもの発達段階は、乳児0件 、

乳児から幼児4件 、幼児16件 、幼児から学童2件 、幼児

から思春期1件 、学童0件 、乳児から学童1件 、乳児か

ら思春期1件 、不明3件 であった(図3)。

IV.結 果

1.国 内文献の年次推移
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3.子 どもの採血に関する研究内容

　子 どもの採血に関する研究内容は、親の付き添いに関

する文献30件(34%)、 付 き添い以外のプ レパ レーショ

ン等の文献59件(66%)で あった(図4)。

4.子 どもの採血場面における親の付き添いに関する研

　究

　子 どもの採血場面における親の付 き添いに関する文献

30件 を、 内容にっいて類似性に基づ き分類 した結果、

「子どもの採血に付き添 った親の思い」、「子どもの採血

に付き添わなかった親の思い」、「親が採血 に付き添うこ

とに対する看護師の思い」、「親が付 き添 った場合の子ど

もの反応」に分類された。それぞれの調査対象者、およ

び子どもの発達段階は0歳 か ら16歳までみられた(表1)。
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図3　 取 り上げた採血場面の子どもの発達段階
図4　子どもの採血に関する研究の内容

表1　 親の付き添いに関する文献内容
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6
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8

9

10

11

12

13
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15

調査対象

家族

母親、祖母

母親

母親、父親

母親、父親

母親

母親

母親、父親

母親

母親、父親

母親、父親

母親

看護師

看護師

母親、父親
　 祖母

子どもの発達段階

幼児後期～学童
(3歳～12歳)

幼児後期
(3歳～6歳)

幼児後期
(3歳～4歳)

乳児～幼児
(0歳～6歳)

乳児～幼児
(0歳～6歳)

幼児前期
(1歳～3歳)

幼児前期
(1歳～3歳)

幼児後期～学童
(3歳～9歳)

乳児～幼児前期
(0歳～3歳)

幼児後期～思春期
(3歳～16歳)

乳児～幼児後期
(0歳～6歳)

乳児～学童

(3ヶ 月 ～9歳)

幼児前期～幼児後期
(1歳～6歳)
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16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

調査対象

母親

母親

母親、父親

母親

母親

母親

子 どもと母親

子 どもと母親

子 どもと母親

子ども

子 どもと母親

子 どもと母親

子ども

子ども

子 どもと母親

子どもの発達段階

幼児後期～学童
(3歳～7歳)

幼児前期～幼児後期
(1歳～6歳)

乳児～学童
(0歳～7歳)

乳児～学童
(0歳～8歳)

乳児～思春期
(生後17日 ～13歳)

乳児～思春期
(生後17日 ～13歳)

幼児前期～幼児後期
(2歳～6歳)

幼児前期～幼児後期
(2歳～6歳)

幼児後期
(3歳～6歳)

幼児前期～幼児後期
(1歳～6歳)

幼児後期
(3歳～6歳)

幼児後期
(3歳～7歳)

幼児前期
(2歳)

幼児後期
(4歳)

幼児後期
(3歳～6歳)
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1)子 ど もの採血 に付 き添 った親 の思 い

　子 どもの採血場面 に付 き添 った親 は、子 どもを抱 きか

かえて椅子 に座 る、 あるいは一人 で座 れ る子 ど ものそば

に付 き添 い玩具 を用 いた り言 葉 をか けて励 ま して いた。

付 き添 った ことに対 して、 「子 どもが小 さい、 また子 ど

もの不安 な様子(か ら付 き添 いたい)」7)8)「 親 の声を聞

くことで子 どもに安心 感 を もた らす ことが で きる」 「子

ど もに触れ るだけで親 の思 いが伝 わ る」4)9)「抱 っこで

一 緒 に椅子 に座 るこ とで一 体感 を感 じた」'°)n)「子 ど も

のそ ばにいて や りたい」4)「(付 き添 って いな い と)泣

き声 だけを聞 くため不安 になった」4)9)'°)1')「馬乗 りにな っ

て抑 え られ た と聞 き、 何 を され るのか見 て いな い と不

安」4)など の思いを感 じていた。 また、 「子 ど もの様子 を

見 て 自分 ので きる ことを した い」4)「親 の励 ま しに よ っ

てがんば る子 ど もを見て親 としての役割 を実 感 した」9)

「子 ど もが泣 くことを親 は予測 して いたが、泣 く理由が

わか った ことや、泣 いて もがんば る姿 を理解す る ことが

で きた」'°)n)「痛 み の体験 を共 有す る ことで親 子 の絆が

深 まった」9)な ど を感 じて いた。一 方 で、 「子 ど もが甘

え る、 かわ いそ うなので見 て いた くない」'2)「子 どもが

途 中嫌 が って立 ちあが ろ うとす ると抱 っこす ることが難

し くな った」'1)「泣 いて いる ときは どうす ること もで き

なか った」13)「そ ば にいた いけ ど見 るの は可 哀 そ う、 処

置の邪魔 になるので はないか」14)な ど も感 じていた。 さ

らに、子 どもの体 を抑 える立 場で付 き添 った親 は、 「一

緒 にいる ことがで きた ので安 心 した」 「親 も手伝 ったほ

うが子 どもは安心す る」 などの思 いを感 じて いた。 しか

し 「可哀 そ うだが しか たない」「子 ど もを抑制 す るこ と

に抵 抗 はあ ったが しか たが ない」15)、「子 ど もの顔を押 さ

え る辛 さ」 「押 さえ るの は一緒 と違 う」11)な ど も感 じて

いた。

　調 査対象者 はほとん どが母親 であ るが、父親、祖母 も

含 まれていた。取 り上 げた場面での子 どもの発達段階 は、

生後3か 月の乳児か ら16歳 ま でであ った。

2)子 ど もの採血 に付 き添 わなか った親 の思 い

　子 どもの採血場面 に付 き添 わなか った親 は、処置室 の

外 また は病室で待 って いた。

　付 き添 わなか った ことに対 して、 「医師や看護 師の指

示 で付 き添 わなか った」 「何 も言 わず子 どもだけ連れて

行 かれ た」8)「外 で待っ よ う言われ戸惑 った」 「なぜ外で

待 たされ るのか わか らない」'6)17)「親 が い る と子 ど もが

甘 え る」8)14)「親 が い るほ うが邪魔 にな る」 「親が取 り乱

すか も しれな い」16)18)「見 てい るとっ らそ う」 「何 もで き

な い」8)13)19)「見 て いな い と何 を されて い るのか心 配」

「失敗 しているのではないか」17)などを感 じて いた。

　調 査対象者 はほとん どが母親 であ るが、父親 も含 まれ

ていた。取 り上 げた場面 での子 ど もの発達段階 は、生後
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17日 の乳児 か ら13歳 までで あった。

3)子 どもの採血に親が付き添 うことに対する看護師の

　思い

　看護師は親が付き添 うことにっいて、「親自身が子ど

もの姿を見 ることで不安になる」「親が子 どもに何 もし

てやれない思 いを持っ」「親がいることで医療者にとっ

て負担になる」「看護師が子どもを抑制 している姿を見

られた くない」「子どもが親に甘えるため処置がスムー

ズに進まない」などを感 じており、付 き添いは必要でな

いとい う否定的な内容がみ られた。一方、「親や子が安

心する」「親の言葉を聞いて子 どもが頑張れる」「処置が

スムーズにい く」「親子の権利などか ら付 き添 うことは

必要である」2°)。また子 どもの権利について看護師の学

習を行 うことで、「付 き添う親の行動が子 どもへ影響す

ることを意識できるようになった」2')とする肯定的な内

容 もみられた。

4)子 どもの採血に親が付き添 った場合の子どもの反応

　採血場面に親が付 き添 った場合の子 どもの反応か らは、

「親の存在が子 どもに安心感を与える役割があ り」22)23)、

「子どもは自分 自身で調整 をとりなが ら主体的に参加す

ることができた」24)と述べている。 しか し不安が強い親

は、「付 き添い方や子 どもの支援方法がわか らないため

不安を持ちなが ら付 き添っていた」23)と述べられていた。

　調査対象者 は子どものみと子どもと母親であった。子

どもの発達段階は、1歳 か ら6歳 の幼児であった。

V.考 察

　子どもの多 くが経験する採血に関する研究は、1995年

以降現在に至るまで、年々増加傾向にあることか ら、子

どもの採血に関心が高まっていることがわかる。1995～

2001年 では、身体抑制に関する研究が多 く、子 どもの抵

抗に対 して医療者が、採血を安全に行 うには、身体抑制

方法が子 どものためだと考えていたと推測する。日本が

1994年 に子どもの権利条約を批准 した後、1999年 に日本

看護協会から出された 「小児看護領域の業務基準」の中

に 「小児看護領域で特に留意すべ き子 どもの権利と必要

な看護行為」が提示 され25)、子どもを一人の人 として尊

重する看護のあり方が示された。さらに2000年 以降には、

認知発達が未熟な子どもに対するプレパ レーションとい

う概念が急速 に普及 した。 プレパ レーションとは、子

どもが病気や入院によって引き起 こされる心理的混乱を

最小限にし、子どもや親の対処能力を引き出すことであ

る26)。これを受けて、子どもに馬乗 りになり身体を抑制

するという援助方法か ら、採血の必要性や方法を子ども

が理解することで、子どもが主体的に取 り組めるための
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援助方法へと移行 した。 これに伴い、研究においても、

子 どもの権利を尊重 した看護に関する研究へと移行 して

きた。その中でも、子どもの採血場面に親が付き添 うこ

とに関する文献は、2005年 以降、毎年3、4件 ずっみ ら

れていることか ら、子どもと親の不安軽減を図るための

看護が注目されてきていると推測する。

　子 どもの採血に関する研究で研究対象となった子ども

の発達段階は、乳児から思春期と幅広い年齢層であった。

Mahlerは 年齢 ごとに、子どもと母親の関係性を示 して

いる。生後4～9ヵ 月頃は母親 と母親でないものがわか

り始める。さらに1歳 頃には身体的に母親か ら離れるこ

とができるようになるが、母親を安全基地としなが ら探

索行動を繰り返すため情緒的な関わりが重要となる。ま

た、2歳 頃にかけて母親との分離を強 く意識 し始めるた

め、特に分離不安が強い時期であり、3歳 以降になると、

母親からの内的な分離を意識することができ、母親と離

れていても情緒的に安定することができる時期であるこ

とを提示 している6)。3歳 以降の幼児の採血場面でも、

子 どもは親を求める行動がみられ、 さらに、親が付き添

うことにより安心を得ていることから、採血場面に親が

付 き添うことは子どもの権利の尊重に加え、子どもの安

心のためにも必要であることが示されていた。 しか し、

子 どもにとって危機的場面 となる採血において、親との

分離不安がより強 くなる乳児から幼児前期に焦点をあて

た研究は少な く、ましてや乳児のみを対象としたものは

見当たらなかった。

　本研究において調査対象である親 は、付き添った経験

がある場合と付き添わなかった場合において様々な思い

を抱いていた。子 どもの採血 に付 き添わなかった親は、

子 どもの泣き声だけを聞きながら処置室の外で待っ こと

や、親がそばにいない場面で看護師が子どもに馬乗 りに

なる身体抑制を受けたことなど、親の知 らない子どもの

姿に対 して不安を抱いていた。また、部屋の外で待っよ

うに医療者から指示されたことに対 して親は戸惑い、さ

らに採血場面において、採血を受ける子どもはどのよう

な様子なのか、何が行われているのかわか らないという

不安を抱いていた。一方で、医療者側から部屋の外へ出

るように指示された親は、採血に付 き添うと邪魔になる

のではないかという思いを抱 き、親が付 き添えないこと

は仕方がないと思っていた。

　看護師は親の付き添いに対 して、親がそばにいること

により医療者に負担がかかることや、子どもが親に甘え

るため時間がかかることから付 き添いは必要ないと感 じ

ており2°)、医療者主体の判断がみられる。 しか し一方で

は、看護師が子どもの権利を学習することで、親の存在

する意味や親の行動が子どもに影響することが理解され

ていた21)。看護師や親が付き添 うことは必要でないと感

じていることは、医療者側からの考え方であり、子ども

の立場からの考え方ではないと推測される。 また、採血

に付き添 った親 は、泣きなが らも親の励ましにより、子

どもが頑張れることで、親が子どもの状況を知 ることが

親の不安軽減にっながっていることからも、親が付き添

う必要性があると考える。親の付 き添いによる子どもの

反応からは、親は子 どもの様子を知ることができ23)、ま

た子 どもは親を求めていることから27)28)29)、親が採血 に

付き添 うことは親子ともに安心を得 ることができると感

じていた。だが、親自身は付き添 う意味を理解 している

とはいえず、付き添いたいと思 う親が、付 き添う意味や

付き添いのあり方を理解することが必要 となる。

　子どもを抱いて付き添った親は、付 き添い方がわか ら

ず戸惑 うことや、子どもの行動に対 して抱 っこし続ける

難 しさなどを感 じていた。また、子 どもを抑えなが ら付

き添 った親は、一緒にいることで子 どもは安心すると感

じていたが、子どもを抑えることに対する辛 さなども感

じていた。さらに、親の支援方法を明らかにした文献は

なかったことからも、親の付き添い方や支援方法への必

要性が示唆された。

　子どもの採血場面に付き添いたいと思 う親 は、子ども

が年少であるほど付 き添いたいと感 じていた18)。乳児の

親は、親 としての役割を獲得 していく段階であるため、

子どもの危機的な状況において戸惑 うことが多 く、親の

支援が必要であると考える。 したがって、親達 は、子ど

もの立場をどのように捉え、親は付 き添 うことをどのよ

うに感 じているのか、また子どもに対 してどうしたいと

思 っているのかを、乳児に付き添 った親の思いか ら見出

す必要があり、乳児の採血に付き添いたいと思 う親の支

援方法を確立 してい く必要がある。

VI.結 　語

1.子 どもの採血に関する研究は、1995年 より身体抑制

についての研究か ら始まったが、子 どもの権利の尊重

　により身体抑制に関する研究は減少 し、2000年 以降は

プレパ レーションに関する研究が増加 した。2005年 以

降は、付 き添いに関する研究が毎年3、4件 み られて

　いた。

2.親 は子 どもに付き添いたいと思 っているが、付き添

い方に対する戸惑いがあり、さらに親の支援方法が明

　らかにされていなかった。

3.子 どもの発達段階は、乳児か ら思春期 と年齢層は幅

広 く、乳児のみを対象とした文献はみ られなかった。

4.付 き添いたいと思 う乳児の親が、付 き添 う意味を理

解 して付 き添える支援方法を見出す必要がある。
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